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〈はじめに〉　
　山崎憲治先生から、災害文化についてご説明が
ありました。
　私は、少し長く災害史をやってきました。その
間、非常に印象深く覚えているのは、災害文化と
いう言葉が、阪神・淡路大震災前、社会では非常
に違和感があったことです。災害というのはマイ
ナスイメージ、文化というのはプラスイメージで
す。ですから、その頃災害文化というものは、日
本の災害研究者のなかであまり使われていません
でした。阪神・淡路大震災になると、心のケアと
いう問題が浮上しました。子ども達が阪神の現状
を見て悩むとか、大人も含めて、避難所で孤独感
にさいなまれるとかいうかたちでいる人達が目に
見えてきました。6000 人以上の死者が出たなか
ですから、その何倍もの遺族もいるし、傷ついた
人も多くいるわけですから、当然です。このよう
な心のケアが課題とされてきたのが阪神・淡路大
震災以降です。
　本日、山崎憲治先生が解説された「災害文化」を
お聞きしていて、今はもう災害文化というのは、
その言葉が当たり前になった時代で、その内容を
これから充実させていこうという、そういう時代
の捉え方になったのだと感じました。
　私も 40 年程前に、安政の大地震の史料をずっ
と見ていたときに、災害というのは、ある時期の
社会の断面を見せてくれる、ぱっと切った断面を
見せてくれるという感じがしました。遠い昔です
から、それ程いろいろなことが分かるわけではあ
りませんが、災害史料を眺めてみると、その社会
の悩んでいたこと、憤っていたこと、持っていた
課題というのが明らかになる。そういう感じは、
非常に確かなものでした。阪神大震災以前当時は、
災害をやっている方々は工学とか、理学とか、そ

ういう分野の方ばかりでしたが、私はほとんど研
究仲間もいないなか、社会史、災害社会史のよう
な方法で災害を研究してきました。
　ですから、あまり広まらない、自分だけの内部
に描いた災害像であったと思いますが、山崎先生
が先ほど、災害は、それを受けた社会そのもの
が包み込まれて表れるものだというふうにおっ
しゃったのは、私が昔考えた災害の社会史という
ものと相通ずるものがあると思いました。

＊今日の話題提供
　本日は、自然災害で発生した「死者がどのよう
に葬られてきたか」ということで、「死」を扱うこ
とにしました。これは、あまり今までやっていな
かったことです。自分自身も史料をそういう目で
見てこなかったということがありますけれども、
歴史的に見てみようというのが、本日の一つの試
みです。一つには東日本大震災における「死」の問
題が大きな波紋を呼んでいることがこの話題を提
供するきっかけとなりました。
　さて、今日の話題として、近世以前の死の扱い
方、近代以降、そして東日本大震災を含む現代と
いうことで、時代を三つぐらいに分けて、そのな
かで発生した自然災害がどういうもので、どのよ
うに死が扱われてきたのかというのを見ようと考
えました。

〈雲仙普賢岳の噴火〉
　近代以前で死者が多く出た災害としては、雲仙
普賢岳の噴火（1792）というのがありました。それ
から幕末に安政江戸地震（1855）もあります。雲仙
普賢岳は 18 世紀の終わりに発生しています。20
年程前にも普賢岳が噴火しました。その時、外国
の火山学者 3 人と日本のメディア関係者、広報活
動をしていた消防団員を含めて 41 人の方が亡く
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なりましたが、200 年前にも噴火しているではな
いかと騒がれました。
　有名な「島原大変・肥後迷惑」という言葉があり
ます。ご存じかもしれませんが、島原の山が噴火
して、眉山が崩れて土砂災害が発生し、有明海に
入った土砂が津波を起こして、対岸の熊本藩がも
のすごい被害を受けました。それで「島原大変・
肥後迷惑」と言います。
　雲仙普賢岳の噴火では、普賢岳が噴火したので
すが、その前にある眉山（前山ともいう）が火山性
地震によって崩落したのです。この眉山の崩れた
山体半分ほどの土砂が、ドオーっと有明海に流れ
込んだわけです。眉山の崩落した土砂が塊になっ
て残っているのを流れ山といいます。200 年も前
の噴火でしたし、その後港を作るなどにいろいろ
と利用されて、当時と比べれば今は流れ山はだい
ぶ少なくなっているそうです。
　この災害で、島原で 5000 人、対岸の熊本で
１万人死んだのです。近世では、火災では明暦の
大火が有名で、６万人、場合によっては 10 万人
の死者と言われます。10 万人は疑問ですが、こ
のような多数の死者を出した火事はありますが、
自然災害では雲仙普賢岳の噴火では 1 万 5 千人と
いう最大の死者が出ました。

＊近世最大の噴火被害
　この普賢岳の噴火の絵は、たくさん残っていま

す。なぜかというと、島原藩が幕府に援助を申し
入れ、何が起こったのかを説明する必要のために
絵図でつたえようとしたからです。その結果、島
原藩が 5000 人、熊本藩が１万人の被害について
の幕府の救済目的の貸付金は、災害の被害高では
なく、藩の石高に応じて貸し付けられ、島原藩 7
万石は 1 万両程度、熊本藩は大藩で 54 万石です
から 3 万両ほどでした。
　噴火した山自体ではなく、別の山の山体崩壊で
すから、幕府にとっても何が起こったのかわから
なかったのでしょう。二度、三度と絵図を書き直
させています（図１）。この災害のかわら版が残さ
れていますから、すくなくとも島原だけでなく、
大坂、京都あたりまでは確実に情報が届いていた
と思います。
　今の島原城はコンクリートのお城ではあります
が、観光名所のひとつになっています。少し高い
ところにあり、お堀があって、橋がある。お城は
眉山の土石流から免れましたので、当時、たくさ
んの人達がお城に逃れようとしたのです。そうす
ると、城番が門を閉めてしまったのです。あまり
の災害に藩主は悩ましくなってしまって、城から
遠く離れた守山に逃げました。それから１カ月ぐ
らいして病気で死んでしまいました。そういう悲
劇もありますが、山の崩落で土砂に巻き込まれま
いとお城に逃れようとした城下の人々に対して門

図１　「寛政四子年肥前国嶋原山々燃崩城下町々村々破損ノ圖」（東京大学地震研究所図書室蔵）
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を閉じられたということもあるものですから、市
中に死体がいっぱいあるわけです。それを、囚人
に掘らせた絵が残されています。江戸時代には、

「死」というものは「穢れ」として日常生活のなかか
らは排除される存在でしたから、囚人を統括する
非人などに処理させていたことは、江戸の町でも
同様でした。

〈安政の地震〉
　話は飛びますが、1855 年、19 世紀の真ん中、
明治維新の 10 年くらい前に、江戸で地震が起き
ました（安政江戸地震）。地震が起きて一番大変な
のは、やはり火災です。関東大震災では圧倒的に
凄い火災が起きましたが、安政江戸地震ではそれ
程出火はしませんでした。西の丸、今の皇居前広
場には、大藩の屋敷がたくさんあり、屋敷は土塀
で回りを囲われていますが、その土塀の内側は下
級の家臣団の長屋になっています。大名屋敷は、
一万坪あっても結構建蔽率は高いようで、揺れて
すぐに出火して燃え広がる危険は大きかったので
す。

＊絵巻にみる江戸地震の死者
　この焼けた様子を、島津藩の藩邸の絵師が描い
て、近衛家に送ったという絵巻が残されていま
す。東大の史料編纂所に入っています『島津家文
書』の『江戸大地震之図』というものです（図２）。
なにか変だと感じた人物が空を見上げているとこ

ろから始まる絵巻で、江戸市中の揺れ、火事があ
ちこちに起きて人々が逃げまどい、焼け死ぬ人も
出ました。その焼死体を掘り出し、早桶に入れて
寺に運ぶ様子などが描かれています。島津の焼失
した下屋敷の脇に避難する島津斉彬と推定される
殿様や篤姫と推定されるお姫様が避難するようす
なども描かれています。安政江戸地震の江戸の町
人の死亡者を町奉行所が調べた結果では、4293
人という数値があります。
　これには武士は入っていません。大名屋敷内で
亡くなった人は武士とは限りませんが、2000 人
ほどでした。しかし、江戸に住む大半の旗本御家
人の死者はほとんどその数値が記録に残されてい
ません。かれらの家族を考慮にいれると、江戸府
内での死者は 1 万人は下らないだろうと、私は推
定しています。狭いところに建て込む長屋で相当
数の死者が出ましたが、焼死体を掘り出している
人々はこうした路地裏の長屋に住む住人だったで
しょう。自分の亡くなった身内の者を掘り出して、
その遺体を本所の回向院などに持っていくとか、
自分の墓所に持っていくなどしたと推定できます。
幕府の都市計画上お寺は場末にありましたので、
早桶という大きい桶に入れて担いでいく絵もあり
ます。幕末の安政の地震の場合、遺体はこのよう
に取り扱われていたということがわかります。

〈濃尾地震〉
　近代以前の２例から、災害で亡くなった人たち

図２　「江戸大地震之図」（東京大学史料編纂所蔵）
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がどう葬られたのかを絵図などで見てきました。
つぎに近代に入っての大災害であった濃尾地震
についてお話しします。岐阜で 5000 人、愛知で
2000 人の死者が出た大災害が、明治 24 年 10 月
28 日に起きました。濃尾地震は、明治政府が体
験した大震災でしたが、東海道線の鉄道を敷いた
り、電信電報局をレンガ造りで作ったりした近代
化建造物がこの地震で倒壊しました。そのため、
政府は地震対策を講ずる震災予防調査会というも
のを設けて、震災予報を考えるきっかけになった
のです。因みにこの震災予防調査会は 32 年後の
関東大震災で解散に至ります。地震科学の新研究
を取り入れる目的で、東京大学に地震研究所が設
けられました。つまり、この 30 年間ほどで、地
震科学は進歩発展しているということも推定でき
るわけです。

＊濃尾地震の被害統計
　さて、図３は、近代から現在までで 1000 人以
上の死者が出た災害のグラフです。水害も 1000
人以上の死者を出したものが何例かあります。伊
勢湾台風、狩野川台風、枕崎台風。関東大水害と
いうのは、明治 43 年の水害です。しかし、水害
の場合に比べると、圧倒的に地震の方が死者が多
いわけです。こういうことで地震の場合を見てみ
ようと思います。
　　

濃尾地震というのは、岐阜県を中心に非常に被
害が出ました。濃尾地震の震源断層、地表に出て
いる根尾谷の断層は地震学者も現地に入り、写真
師に写真を撮らせたものが残っています（図４）。

しかし、そのほかの何筋かの断層については地

表に出ていないのでわかっていないということ
です。推定断層も含めて、断層に沿って死者が多
く発生しているということはこの図から確かな
ことだと思われます（図５）。岐阜県は、１カ月
後に 4889 人という死者の数字を出しますが、政
府に報告され官報に載せられているもので、村
ごとに戸数とそれから死者と負傷者の人数を出
しました。この頃は、関連死という概念はあり
ませんでしたので、地震発生時に死んだ人だけ
の数です。非常に震度の大きい災害でしたので
圧死が多いのです。岐阜市と大垣町という当時
の都市では火災も起きています。市や町全体に
蔓延するような火災ではなかったようです。
　もう一つ別の死者の統計があります。これを
作ったのは濃尾震災紀念堂を建てた天野若圓と
いうお坊さんです。この人は震災のときに国会
議員をやっています。第１回国会議員に立候補
して当選し、東京に行ったりしている時期では
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図３　近代の災害での死者数

図４　濃尾地震の震源断層写真
（ジョン・ミルン『The Great Earthquake in Japan,1891』）

3.濃尾地震（1891）－死者の発生と断層の関係

図５　荒川宏作成「濃尾地震―死者の発生と断層の関係」
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あるのですが、このときは自分の寺である善龍寺
（岐阜市長森岩戸 832 － 1）に戻ったようです。こ
こにある震災の「死亡人台帳」は、先ほどのように
村ごとのデータを集計したものではなくて、どこ
の村で、どこの息子で、いつの生まれかという詳
細な個人情報です。これは、個別に遺族に情報を
提供してもらわないと集まらないデータです。こ
のデータの全体の数値は、先ほどの 4889 人より
も 500 人少ないのです。どのようにしてこうした
情報を集めたのかというのが、どうもよくわかっ
ていない。
　私は若圓について、かなり入念に調べてみまし
た。国会議員に当選し、愛国協会というのをつく
り、愛国と仏教を基本にした政治活動で、岐阜県
を中心に回っています。これは電車もない当時の
ことですから、かなり大変だったと思います。岐
阜県には、飛騨のかなり奥の山間部と、水場と呼
ばれる木曽三川の低地があります。国会議員や県
会議員は山岳党と水場党に分かれており、極めて
仲が悪いのです。地域の政治的な抗争に、当時の
自由民権派の政治的主張をする党派の抗争が重な
りますが、宗教勢力はこうした政治抗争にコミッ
トせず、寺院勢力を基盤に岐阜１区で最高点で当
選しました。
　その人物が、濃尾震災１周忌を前にして、震災
紀念堂というのを建てることを決意して、寄付を
集め、翌明治 26 年（1893）に建立しました。これ
がその時の開堂式の写真です。
　建立当時の写真でしたので、階調を整えていた
だくと、人の表情までわかるようになりました

（図 6）。高い柱の上についている丸いものは、た

ぶん岐阜提灯だろうといわれています。100 人以
上の人が集まっている様子ですが、この写真は当
時の新進気鋭の写真師瀬古安太郎が撮ったものと
推定される鶏卵写真です。この濃尾震災紀念堂を
拠点にした天野若圓の活動というのは、説教で愛
国と仏教を広げるものでした。おそらくその過程
で、個人的な情報を集めたものが整理され、「死
亡人台帳」になったのではないかと思われます。

＊近代日本の災害救助法―備荒儲蓄金
　一方、県の場合は、この時期の災害救助法は備
荒儲蓄金法というものでした。これは、農業の凶
作の場合に収穫が減ると、国家財政を支える地租
が減少するので国家としても困るわけですから、
農業の生産確保を考えてつくられたものです。備
荒儲蓄金法には、農具料とか種籾料とかという項
目があることからもわかるように、完全に凶作対
策でしたから、死者に対する埋葬料というのはあ
りませんでした。ただ備荒儲蓄金というのは、地
方の自治体と政府が合体してお金を出して、運用
するお金ですので、地方自治体は資金を出してい
るわけですから、この配分率などは県の議会で議
論をして決めることになっていました。一戸当た
りの被災者への救済金は非常に僅かでした。しか
し、この災害を受けて凶作対策では都市で発生す
る災害には対応できないということが大きな反省
材料になり、新しい救助法が模索されはじめてい
ました。
　政府の救済策はともかく、当時すでにできてい
た新聞は災害について大きな働きをしました。新
聞は明治５年（1872）から発行されていますが、非
常に盛んになったのは明治 15 年以降です。新聞
は当時政治的主張を社会に向けて発信する有効な
媒体でした。しかし、国会開設期が近づくと、自
由民権運動を思いっきり弾圧した後でも、主義者
を東京から放逐されたりしていますし、政治的な
主張を新聞ですることは禁じられました。新聞の
主張は中立的にならざるを得ないわけですが、災
害は政治的事件ではありませんので、大々的に報
じられ、災害義援金を集めるなどのメディアとし
ての新しい社会的役割を演じることになります。
　大きなきっかけになったのは、濃尾地震の少し図６　天野若圓建立の濃尾震災紀念堂（岐阜市震災紀念堂蔵）
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前にあった磐梯山
噴火でした。磐梯
山（福島県）という
のはどこにあるか
も知られていない
状況だったわけで
すが、濃尾地震の
場合には、当時愛
岐震災と言ってい
たように、よく知
られている愛知と

岐阜ですので、ものすごく義援金は集まりまし
た。当時で岐阜県では 22 万円集まったというこ
とです。その義援金を県議会で検討して配分する
というかたちで、死者にも見舞金というものが払
われました。

〈関東大震災〉
　関東大震災は、ご存じのように 10 万 5000 人の
方が亡くなりました。この災害の特徴は、火災が
起きて、東京市と横浜市に圧倒的に多数の死者が
出たということです。他のところは、ほとんど火
災はありません。千葉のほうで、火災があったと
ころはありますが、それほど人口が密集していま
せんので、東京のように何万人も死ぬということ
はなかったのです。

＊死者は14万人から10万５千人に改められた
　東京の死者の分布では、下町の本所と深川併せ
て約６万人、東京全体で６万 8000 人という数値
です。当時の東京市は、今の山手線の内側ぐらい
です。いまの東京都と比べると非常に狭いわけで
すが、人口としては約 220 万。その約 60％が被
災したといわれ、面積では、東京市の 43％が消
失しました。特に問題なのは、日本橋、京橋、神
田、浅草の中心部がほぼ丸焼けになりました（図
８）。日本橋は死者数が少ないですが、地面の焼
失率は 100％です。皇居や東京駅などのある麹町
は至って少ない。圧死と焼死の割を占めるグラフ
では、白いところが圧死の割合、黒いところが焼
死の割合です。これは、地震工学の研究者が、従
来 14 万とされていた死者について、地震で亡く

なった人と火災で焼死した人を分別し、揺れでの
被害を確かめようと再調査した結果、14 万人と
いうのは行方不明者をダブルカウントした数字だ
ということがわかって、死者数を 10 万 5000 に改
めることになったのです。その際、従来からのマ
グニチュード 7.9 が新しい計算式で、8.1 ± 0.2 と
して確認されたということです。

＊被服廠でおきたこと
　関東大震災では本所の被服廠という場所は有名
です。当時その被服廠は空き地になっていて、東
京市が公園にしようと思っていたところでした。
2 万坪規模の空き地だったので、多くの人が安全
だと思って逃げ込みます。本所・深川というのは、
江戸の研究者の感覚で言うと場末なのですが、明
治になりますと、東京市の工場地帯に変わりま
す。ですから、煙突がたくさんの立っている写真
が残されています。人口も非常に密度が高くなり、
労働者階級の町になるのです。深川は江戸時代に
は木場として栄えた場所でもありましたからお大
尽もいましたが、明治以降はともかく労働者が住
む人口密度が高い地域でした。そこに火が回って、
５万人以上が亡くなっています。特に被服廠に逃
げ込んだ３万 8000 人は確実に亡くなった。大変
な惨状でしたから、多くの人が見に行ったり、焼
死体の写真を買い求めたりしました。夏の終わり

図８　東京市 15 区の焼死者と圧死者の比率
　　　（諸井・武村、2006年）より一部引用

岐阜・愛知両県
小屋掛料 869,803円
食料 310,496円
種籾料他 1,759円
計 1,182,058円

～～～～～～～～～～～～
恩賜金 両県へ14,000円宛
義捐金 岐阜県 220,321円

愛知県 80,000円

当時の災害救助法では、
死者への手当の規定ナシ

「備荒儲蓄法」による救済金

図７　濃尾地震の被災２県への救助
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の 9 月 1 日の地震発生ですから、遺体は直ぐに腐
敗が進行して、不衛生な状態になります。そのた
め、そこを急遽焼き場にして、ガソリンで焼く火
葬炉を設置し、他の所から出た遺体もここで焼い
たということです。
　ほぼ 10 日間ぐらいの間にすべてが焼骨になり
ましたが、誰がだれだかわからないままに火葬に
してしまいました。ものすごい数の遺体の写真が
あります（図９）。そこに、今で言えば、読経ボラ
ンティアのような、お坊さんたちが自然に集まっ
て拝んでいるという写真もあります（図 10）。と
もかく、そういう状態が、この関東大震災の直後
の死者のありようです。
　＊戒厳令
　関東大震災で有名なのは、戒厳令が出たことで
す。戒厳区域の適用範囲が東京と神奈川県、その
後続いて千葉で 1400 人ほど、埼玉でも 1000 人ほ
どがなくなり、戒厳区域に入りました。戒厳令は
震災内閣が 9 月２日の夜に召集され、暗闇のなか

で摂政宮（後の昭和天皇）による親任式が行われ
ています。その段階ではすでに戒厳を敷く政府
の案は定まっていたようですが、戦闘地ではな
いところで戒厳が敷かれるわけですから、行政
に関わること以外のみ戒厳司令官の指揮下に入
ることになりました。東京やその周辺の戒厳が
敷かれた地域に各地からの軍隊らが配置される
のは 9 月５日頃からです。そういう状態で、か
なり緊迫した状況が東京市に展開するわけです。
それ以前の段階では朝鮮人虐殺の噂が東京市中
にかぎらず各地に広まっていました。この段階
で戒厳司令部は朝鮮人虐殺の流言禁止令を出し
ています。

＊学生ボランティアの避難者カード
　もう一つの問題は避難民の多さです。震災当
日は、まだ地方に行くという段階ではなく、被
災者は東京市の人口の 60％というわけですから、
人々が安全と考えた場所に一挙に多くの人が押
し寄せました。一番多いのは上野公園で 50 万、
ついで皇居前広場（当時宮城前といった）が 30 万、
浅草寺観音7万というような次第でした。これは、
地震発生後 1 時間ぐらいした後の上野公園山下
あたりの写真です（図 11）。震災前年に東京市主
催の平和博覧会のパビリオンが池之端や上野の

図９　関東大震災の遺体（東京都震災復興記念館蔵）

図 10　被服廠跡の骨の山と僧侶の読経
　　（東京都震災復興記念館蔵）

図 11　上野公園山下へ避難する人々の群れ
（東京都震災復興記念館蔵）
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森のなかに残っていたのです。
　関東大震災では、10 万 5000 人もの方が亡く
なったわけですが、当時の永田秀次郎市長が指令
でしたわけですから、誰が誰だかわからないまま
に火葬に付してしまったことに大きな悔いを感じ
ていました。一方生き残った人々は、親や子ども
が生きているかどうか探す人たちが東京中を探し
回るわけです。それで、東大の学生たちが、とも
かく生きている人の情報をカードにとって、日比
谷公園に「尋ね人」という提灯を掲げて、そのカー
ドを元に問い合わせのある人に家族が避難してい
る場所を教えるということをやりました。この主
体になったのが、財団法人東京市政調査会という
後藤新平が東京市長時代につくった会です。提灯
も避難者カードの現物も東京都慰霊堂に今も残っ
ています。当時造られたカードは図書カードの裏
を使っていますし、カードケースは木っ端切れで
作った木製でした（図 12）。このカードは市政調
査会で開催された震災一周年記念の展覧会で展示
されていますが、その写真が残されています（図
13）ここに書かれている文字は次のようなもので
した。

「此のカードは今次の震災に際して東京市政
調査会臨時救護部が学生諸君の熱烈な義侠的
活動の下に実地に就き調査した避難者の名簿
です。九月八日から十二日かけて調べたもの
で、枚数約二万、包含人員約十万以上の行衛
不明者と尋ね人の為に利用されました。」（改
造社『大正大震火災誌』口絵より）
＊当時は、関東大震災ではなくて、大正大震災といった場合もあります。

　「包含人員約 10 万以上」というのは、カードに
は、届け出た人の名前、どこの避難所にいるかの
他、何人一緒にいるかということも書かれていま
す。至って簡単なメモですが、そこから人数が推
測されたものです（図 14）。

＊地方へ逃れる避難民
政府、つまり内務省の社会局が中心になって震

災救護事務局というものを立ち上げましたが、大
勢の避難者が東京市に残ったままでは、水や食糧

の供給も大変だということで地方に避難させる方
針を立て、どこへでも行っても電車賃も船賃も無
料にするということを9月3日に鉄道省から指令さ
せます。震災前は東京の人口は急激に増えていま
したが、それは地方から出て来ていた出稼ぎの人
たちによって構成されているわけですので、震災
でやけだされて実家に戻っていく人が多いわけで
す。では、地方に行った東京市の避難民の救護は
どうするのかということになります。そこで、内
務省次官が通達を出したのです。「東京府各方面
および近県へ避難する民衆少なからず。そのう

尋ね人のカードについて

避難者調査カード

◦此のカードは今次の震災に際して東京市
政調査会臨時救護部が学生諸君の熱烈
な義侠的活動の下に実地に就き調査し
た避難者の名簿です。 九月八日から十
二日かけて調べたもので、枚数約二万、
包含人員約十万以上の行衛不明者と尋
ね人の為に利用されました。

（改造社『大正大震火災誌』口絵より）

図 12　カードとケース（東京都震災復興記念館蔵）

図 13　避難者カードの作成者について

図 14　避難者カード（東京都震災復興記念館蔵）
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ち、親戚故旧によるにあらずして」と、親戚や知
人を頼ってではないのだけれども、「ただ安全な
る地方を指して逃げたる者など、困難多大なるべ
きをもって、この際、特にその地方民衆に哀憫の
情を喚起し、地方団体または有志をして、適宜な
る救護方法をせしめ、その避難民の人名などはな
るべく取りまとめ置くなど、適当なる措置あいな
るよういたしたく」という内務次官通達でした。
これは何を言っているかというと、避難民が地方
へ行くわけですが、地方の震災ではないので、地
方でそれに手当するお金はない、国からは金を出
さないよと言っているのです。それで、地方の人
民の哀憫の情によって、ということは、義援金を
集めろ、それで、当面の避難者たちの費用は賄え
と、こういうことです。
　もう一つ重要なことは、その避難民の人名など
を、そちらのほうの行政区で集め、きちんと取り
まとめておけ、と指示していることです。後から
気づいたのですが、私はおそらく地方の郡役所に
文書があるだろうと思い、郡役所の「郡役所文書」
があるところをずっと調べました。そうすると、
あるのです。郡役所というのは大正 15 年に廃止
になるのですが、その廃止に礼儀正しく従ったと
ころは「群役所文書」は廃棄してなくなっているの
ですが、そうでなくて、残そうというところは
残っています。
　福島県はものすごく残りがいい。京都府や滋賀
県も残っています。最も素晴らしいのは、ほぼ完
全なかたちで残っている長野県です。長野立歴史
館に保存、公開されています。9 月 3 日に出した
義捐金募集を、4 日の「長野新聞」の朝刊に載せた
ものですが、長野県の公文書に綴じられていまし
た（図 15）。ほとんどの県でこうした義援金募集
が行われています。

＊義援金と恩賜金で一億円以上
　義捐金は、外国から 4,000 万円、国内で 6,000
万円、合計１億円集まりました。さらに、天皇が
恩賜金として 1,000 万円出します。1,000 万円と
いうのは、前例がありませんでした。

内務大臣の後藤新平は、この義援金を被災者の
救済金の元手にしようと考え、９月16日に閣議に

請議します。
　すでに 9 月 15 日までの全国の義援金受付高
2,700 万 4,758 円に達していたこと請議案に記さ
れています。すごい。義援と言っても、内務大臣
の命令ですから、県それぞれの名誉を懸けた強制
的な要素があるかもしれません。このなかで、死
亡者遺族に対しては、葬祭料の給付と追悼会施行
の費用も項目として挙げています。
　義援金というのは、本来義援する人の自由意志
ですから、それをいただいた人がその趣旨の範囲
で自由につかっていいわけです。しかし、後藤内
務大臣の提案では、それを災害救助法（当時は罹
災救助基金法）の基本基金にしようというわけで
す。それと同時に、天皇の恩賜金 1000 万円につ
いては、災害地にいて死んだ人も含め、受けた被
害におうじて救助金を出すという案も、9 月 16
日に同時に出します。これが閣議で認められたの
は、9 月 21 日でしたから、少し時間がかかって
います。この時の配分率案も示されていますが、
まだ全体の被災者の数が把握されていない段階で
すから、死者、全焼全壊、半焼半壊、負傷などの
項目だけあげています。
　「死者一人ヲ十ノ割合トス」、全焼・全壊・流失
も戸数一戸について 10 の割合としています。実
際の金額は死亡者・行方不明者１人 16 円、全焼・
全壊・流失１戸あたり、12 円でした。もちろん、
死亡者はその遺族が受け取るわけですが、これに
は死者の本籍確認の上で遺族などに支給されてい
ます。こうした捜査に伴う支給を通じて、被災者

図 15　「長野新聞」9 月４日の義援金募集記事（長野歴史館蔵）
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の避難先も調査しています。東京都慰霊堂には、
これに伴う名簿が残されていますが、私が調査し
たものでは 70 人ほどの朝鮮人も含まれ、死亡者
の朝鮮の本籍地が記されていました。これは、天
皇の恩賜金は国の内外を問わず、被災した人を対
象とすると言明されたからでした。

＊国勢調査に準じた全国避難民調査
　こういう措置に連動して、すでに官僚が考えて
いたことは、全国に散った東京や横浜の被災地か
らの避難者は国勢調査をやるしかないということ
だと思います。国勢調査は、大正９年（1920）に第
１回をやっています。ですから、３年たった大
正 12 年であれば、まだその時の調査体制につい
て行政上の痕跡はあるわけです。11 月 15 日の午
前０時にそこにいる者の名前を書けという調査を
行うことは厳しいものですが、大正９年にやって
いるので、これはできると思ったのでしょう。実
際の調査は、調査員として指名された人がやるわ
けですが、地方のそれなりの名士が任命され、立
派な任命書も残されていますから、当時非常に名
誉なことであったようです。調査には、このよう
な調査票に基づいて調査が行われました（図 16）。
家族用と震災調査世帯票、それから震災調査個人
票というのがあり、死んだ人の場合には当然なが
ら遺族が書きます。世帯調査票を集計すれば、全
体の避難者が把握できます。統計局は、震災でほ
ぼ機能停止の状態ですから、統計局にはこの震災
調査をした後集計をやらせます。
　この調査の特徴の一つは、いつ元の東京へ戻る
かということを調べていることです。普通の国勢

調査と違うのはこの点です。つまり、東京市の都
市計画をやろうという後藤新平の熱い思いがある
わけです。東京は中心部がほぼ丸焼けになったこ
の時こそ都市計画が実行できると彼は考えていた
のです。しかし、都市計画をやって、道路を通し
て、いろんなことをやっても人が戻ってこなかっ
たら、復興しません。ですから、東京、横浜など
の元の所に戻る気があるかどうか、いつ戻るかと
いうことを聞くのです。これが集計され、震災統
計書として内務省社会局が大正 14 年に出してい
ます。
　基本的には帝都復興事業。帝都の復興です。こ
の避難民が戻るかどうかというのは、大きな問題
です。この震災統計書を見ると、震災後の東京市
では、70 万 2,380 人が計算上人口が減っています。
では、東京は疲弊してしまったのかというとそう
ではなくて、東京の中心部のようなごみごみした
ところには戻らないで、周辺の郊外に宅地を求め
新しく家を建てています。そういう住宅会社がた
くさんでき、効外住宅がどんどん作られているわ
けです。杉並とか、練馬とか、渋谷というのは、
震災後に郊外住宅が建ったところです。帝都復興
と同時に、大東京、大大阪という大きくなるイ
メージを表す言葉がこの当時はやりました。震災
復興後の昭和 7 年（1932）に東京市は郡部５区 82
町村が合併して「大東京」になります。
　先ほどお話ししましたが、永田秀次郎市長は、
誰が誰だかわからないまま焼いてしまったという
ことがすごく心に引っかかっていたので、退職金
を元に個人で高野山に霊牌堂を建立し、死者の名

図 16　震災避難者調査表 図 17　東京市長永田秀次郎が高野山に建立した「震災霊牌堂」
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前を陶板に刻むということをやりました（図 17）。

〈東日本大震災〉
　私が東日本大震災の調査を始めたのは、石碑の
調査です。20 年ぐらい前に、津波学の首藤伸夫
先生の助手をされた卯花政孝さんという方と石碑
の調査に一緒に行ったことがありました。今回
の震災で、たぶん石碑は倒れているだろうと思
い、調査を行いました。東日本大震災の年の７月
に、釜石鵜住居の常楽寺に行き、そこで明治三陸
津波や昭和三陸津波の時に建てた石碑、灯篭など
がメチャメチャになって倒れていることに衝撃を
受け、これは大変なことになっていると思いまし
た。そのあとずっと過去の津波で建てた石碑など
がどうなっているのかを調査しながら、東日本大
震災の惨状を見てきました。しかし、ずっと気に
なっていたのは、亡くなられた方々は震災の時、
どうだったのかということです。

＊宮城県沿岸部の被害―東松島市と気仙沼市に　
　ついて

　宮城県の今回の死者は、宮城県は沿岸部のリア
スでないところは、平坦部の奥までずっと浸水し
ましたので、岩手県に倍する死者が出ました。宮
城県の気仙大島が最初だと言いますが、当時は橋
が架かっておらず、遺体を搬送することができな
いということで、宮城県庁にどうしたらいいかを
問い合せたことがきっかけとなっているそうで
す。当然宮城県庁は政府に問い合わせますね。そ
こで厚生労働省は震災発生後に、戸籍やその他の
書類と突き合わせてからの埋葬や火葬という通常
の手続きを経ずに埋葬してもよいという指令をし
て、３月 14 日には宮城県を通して市町村に伝え
られたということです。
　宮城県では沿岸部を中心にたくさんの方が亡く
なりました（表１）。そこで、わたしは行政でこれ
らの問題を担当された方に聴き取りをしました。
かなり多くの死者が出た東松島市・気仙沼市を例
にお話しします。

東松島市の場合には、沿岸部が浸水してたくさ
んの死者が出たものですから、浸水域は危険区域
として新しく家を建てることは認めないことにな

ります。どこへ移転するのかという問題が出て
きます。しかし、松島の国立公園の風致地区に
なっているところしか移転先が望めないことに
なり、国の担当機関に交渉した結果、図 18 に示
されている集団移転地に移転をすることができ
たそうです（図 18）。

　東松島市では死者 1,109 人、行方不明者 24 人
という、市の総人口 43,142 人に対して甚大な犠
牲者が発生していました。地震発生後すぐに現
場で対応するのは、地域の消防団ですが、3 月
11 日から 3 月末まで毎日 300 人規模の捜索によっ
て 802 人のご遺体を収容したと記録されていま
す。その時の写真です。あまり公開されていま
せんが、自衛隊などの作業で、瓦礫とともにご
遺体が出てくるという状態です。自衛隊や消防
団によるご遺体を市が設けた安置所に搬送して
います。搬送先は東松島の体育館です。葬儀社
に依頼しても柩が足りず、手作りで作ったとい
うところもあったと聞いています。ご遺体は波

各市町の死者の数

表１　宮城県各市町村の死者・行方不明者数

図 18　東松島市集団移転地（東松島市の広報紙より引用）
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にのまれ、瓦礫で傷つき、衣服も流されてしまっ
たものが多かったということです。そうしたご遺
体の状態を行政の担当者が記録して警察に引き継
ぎ、検案、DNA 採取という手順になるというこ
とですが、行政担当者のご苦労は大変なもので
あったと思います。
　身元が判明したご遺体は遺族に引き渡され、火
葬されて埋葬ということになります。しかし、身
元不明者の場合は、身元が判明する間にご遺体の
腐敗が進行するなかで、火葬場も復活していない
状態では、一時的に土葬（仮埋葬）をせざるを得な
いということになりました。仮埋葬の場所は、孤
絶した山のなかなどですが、仮埋葬する穴を掘
り、身元不明遺体がここに一時的に安置されまし
た。東松島市の場合には、10 月上旬までに仮埋
葬 369 体に及んだそうです。その間、地元のお坊
さんたちが自発的に読経ボランティアとして来ら
れたということです。行政は宗教に対しては政教
分離という線をきっちり引くところがあります
が、東松島市の場合、公的な解釈を緩やかにしつ
つ、現実的に対応したようです。身元不明遺体の
一部は東京都の瑞江葬儀場に搬送され、焼骨にさ
れました。多くの場合にはこうした搬送や火葬は、
葬儀社が作業を引き受けました。
　気仙沼市は平成の大合併によって、本吉、鹿折
が気仙沼市となりました。死亡者 1,038 人、行方
不明者 251 人と東松島市とどうように人的被害が
多大でした。ご遺体はそれぞれの地区で収容され
たということですが、気仙沼市では、他の市町村
での火葬は考えず、仮埋葬したということです。
土に帰るということを考慮して、当初は５年ほど
の埋葬を想定したということでした。しかしなが
ら、DNA からお一人の不明遺体が判明したこと
をきっかけに、その年の 11 月 19 日までにすべて
掘り返して火葬に付したということです（図 19）。
　表 2 は、宮城県沿岸部のご遺体の仮埋葬とその
後の改葬の数値です（表２）。仮埋葬したところで
は、それぞれの自治体の仏教会や宗教団体が、ボ
ランディアでお経や祈りを捧げたということで
す。行政が依頼したのではなく、斎場の外に設け
られた祭壇に、神道もキリスト教も仏教も、いろ

んな宗教団体が来て、お経やお祈りするというよ
うな光景が見られたということです。
　このような次第で、東日本大震災の現場では、
宗教の存在というものがクローズアップされる
きっかけとなりました。また、残された遺族も、
悲嘆にくれる日々を送ることになり、誰かにそう
した悩みを聞いてほしいという気持ちが強く、そ
うした人たちの悩みに寄り添う傾聴ボランティア
の活動は被災地では珍しいことではなかったとい
います。

〈まとめに換えて〉
　最初に近世の事例を紹介しましたが、死者その
ものに対する取り扱いは、今の私達からすると、
信じられないぐらい無配慮だろうと思います。特
に武士階層などは別にしても、庶民の場合は生き
続けることが容易いことではなかった時代ですか
ら、当然といえば当然ですが、自然災害で発生し
た死者に対して、行政からの公的な対応はほとん
どないと考えていいのではないかと思います。
　近代の場合には、濃尾地震の例で示しましたよ
うに、個人の死は家族のなかの死、つまりどこそ
この娘、あるいは息子が死んだと認識されていた
のだと思います。個人の死は家族や地域に包摂さ
れていたと考えていいのではないかと思います。

気仙沼市のケース

唐桑町（平成18年）・本吉町（平成21年）合併 
・遺体収容は旧市町ごとに行った 
・氣仙沼町は3基の火葬場が被災せず、3月13日～ 
・唐桑斎場は1基、ただし停電で使用不可 
・本吉斎場は屋根まで浸水、3月21日まで使用不可 
・近隣自治体へ遺体搬送→一関2ケ所（3月17日～） 
・5ケ所の遺体安置所、（3月12日～4月15日） 
・遺体搬送業務は市内外の葬儀社の協力 
土葬について： 
・市役所としては、5年後には遺骨化するので、掘り起こしを 
   予定せず埋葬したが、子供の遺体がDNA から判明、掘り
   起こし作業が全体へ波及した。 遺体のすべての改葬は11月
   19日に終了した。 

図 19　気仙沼市のケース

表２　火葬を外部に依頼した自治体
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関東大震災の場合は、火災によって多数の死者が
出て、しかも、どこの誰かもわからないうちに、
火葬に付されてしまうという事態が起きました。
家族の死を意識する条件もないままの大量死で
あったわけですから、自然災害によってもたらさ
れた「死」の在り方の違いが死者への意識の違いを
生じさせるという側面があります。しかしまた、
この時代はそれまでの紡績などの軽工業から重工
業への転換期ともなり、生産性の上昇とともに人
口そのものが増加しつつある時代でもありまし
た。東京市の人口は地方への避難者によって一時
的に 70 万の人口減少になりましたが、その７年
後には周辺郡部の郊外田園郊外地帯へ進出した住
宅地や工業地帯を包摂して大東京となり、顕著な
人口増加を示しました。
　現代の東日本大震災の場合には、津波災害によ
る行方不明者は今にいたるまで 2000 人を超え、
遺族の苦悩は止むことはなく、さらに復興地を新
たに設けても元の人口に戻ることは望めない地域

がほとんどです。100 年前の関東大震災とは社会
そのものが大きく変わってしまったことが明らか
です。社会の変化と災害の質が重層的にわたした
ちの行方に暗雲をもたらしています。
　東日本大震災の場合には、家族や親しい人の死
に直面した人々が堪えがたい思いのなかで、自分
の内面を支える何かを求め、悩みを打ち明けて癒
されたいという思いを持つ人が多いといいます。
災害による大量死の場合には、思わぬかたちで突
然に親や子供が亡くなってしまうわけですから、
残された遺族の喪失感は大きく、宗教が再認識さ
れるということも十分あり得えます。この傾向は
これまでの大災害では見られなかったことです。
東日本大震災からの復興が 10 年になろうとする
現在、ハード面での区切りはついたとする政府の
立場とは異なり、被災者の心に刻まれた傷は癒え
たとはいえない現状です。彼らが悩みながら宗教
に何を求めていくのかということは、わたしたち
社会全体の問題だと思います。


